
東京都の農地には都市が担うべき６つの機能を有している。(「東京都農業農地を活かしたまちづくりガイドライン / 東京都産業労働局」参考 )

 東京都における都市農業は、若年層の減少や税⾦制度の問題などにより年々

衰退している。しかし東京都の農地には６つの機能があると謳われており、

それは都市そのものが必要としている機能なのである。

 今回の計画は、現状の農地の機能から新たなプログラム考案し、具体的な

敷地・規模から都市の求める要素を改めて考え直す提案である。⾔い換える

と、都市⾃体を改めて再考するための実験である。

都⺠への農産物供給機能

個⼈直売所のある⾵景 ( 国⽴市 )

 各地域の農畜産物をより多くの都⺠に知って

もらうために、直売所や掲⽰板を通して都⺠へ

販売・提供する機能である。

 農業体験のできる観光農園や市⺠農園を作り、

市⺠にレクリエーション・コミュニティの場を

提供する機能である。

植⽊体験 ( ⻄東京市 )

レクリエーション機能

⼩学⽣の農業体験 ( ⻄東京市 )

 農業体験を通して、こどもたちに⾃然の仕組

みや営み、地元の農業や⾷べ物の⽣産について

学ぶ場を提供する機能。

教育機能

災害時に農業⽤⽔を汲上げるポンプ ( ⻄東京市 )

 災害時に避難場所や仮設住宅建設地として利

⽤される空地としての機能。局地的な集中豪⾬

による浸⽔被害を抑制する機能でもある。

防災機能

住宅街にある広⼤な農地 ( 練⾺区 )

 東京都の都市化の進展に伴って年々減少する

緑地の問題やヒートアイランド現象問題を改善

する機能である。

環境保全機能

雑⽊林のある⾵景 ( ⻄東京市 )

 潤いと安らぎを与える機能。また江⼾時代の

屋敷林や蔵の⾵景、農業に纏わる史跡や⾏事な

どの歴史⽂化を伝承する機能。

景観形成・歴史⽂化伝承機能

 「宅地並み課税を払いながら農業を⾏う」か「解除が厳しい⽣産緑地地区
で営農を⾏う」か。どちらの条件においても⾃由に農業は⾏えない。
 それに対して、屋上農園を容積率の⾼い建築に付加させることで税⾦を
緩和する「宅地化農地」の考えを提案する。今回は住⺠規模から、⾼密度
の集合住宅に農地を付加させる。

宅地化農地
集 合 住 宅 な ど 容 積 率 の ⾼ い 敷 地 に 農 地 を 付 加 す

る こ と で 税 ⾦ を 緩 和 す る 。

今回の提案
農 業 を ⽀ え る 住 ⺠ の 規 模 か ら 、 さ ら に 容 積 率 の

⾼ い 集 合 住 宅 を 作 り 農 地 を 付 加 す る 。

 「地下農地」を提案する。東京近郊を⾒ると武蔵野台地では古くから農業
が盛んであり、⽟川上⽔や野⽕⽌⽤⽔といった川が開削されていった歴史が
ある。そのため今回の計画では屋上農園や⾼置⽔槽による散⽔だけでなく、
本来の農業の姿である川からの散⽔によって⾵景の継承を⾏う。

現在の農業
地 ⾯ の レ ベ ル が 埋 ⽴ て な ど で 川 か ら 数 メ ー ト ル

⾼ い 位 置 に あ る 。

今回の提案
地 下 に も 農 地 を 作 り 、 本 来 の 農 業 の よ う に 河 川

か ら 散 ⽔ を ⾏ う 。 既 存 の 道 路 が 畑 の 上 に 来 る 。
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采る⾵景 都市農業の機能＝都市の求める機能

都市農業の問題と建築の可能性 武蔵野台地を蘇らせる地下農地



六時間⽇照で得られる形態スタディ計画する敷地
 計画するモデルを具体的に検討するために敷地を決定する。まず農地を作るにあたり⼤きな敷地が
必要であると考えたため、敷地選定では 10ha 前後の⾯積でかつ河川や上⽔が流れている場所に焦点
を置いて調査した。また東京近郊の中でも助成⾦によって活動が⾏われている 6 区市 ( 練⾺区 / 国分
寺市 / ⻄東京市 / ⽇野市 / 国⽴市 / ⽴川市 ) における地区計画から検討している。
 その結果、計画地は⻄武新宿線上⽯神井駅から徒歩で約 10 分の場所に位置する、練⾺区上⽯神井
四丁⽬を敷地とする。現状では 1964 年から 1988 年に建てられた「上⽯神井アパート」がある。また
今回の敷地は上⽯神井沿いにあり、1947 年の航空写真を⾒ると川に沿って農地が発展していたことが
わかる。しかし現在は盛⼟や埋⽴などで川と周辺の地盤との間に 4ｍ以上のレベル差が⽣まれている。
 計画場所 練⾺区上⽯神井四丁⽬ / ⽯神井台四丁⽬ / 関町東⼆丁⽬各地内
  ⾯積  10ha
  ⽤途  集合住宅・区画道路・農地が融合する空間 

上⽯神井駅（TP+50m)

⽯神井川 (TP+42m)

⻄武新宿線 (TP+52m)

計画地 (TP+46m)

新⻘梅街道 (TP+48m)

中学校
⼩学校

中学校

敷地周辺図 (S=1:5000)

⻘梅街道から⾒た現状の計画地 計画地内の⽯神井川の様⼦

計画地東側計画地南側の住宅地計 地南側 住地南側地南側 住住宅住宅地宅地地地地

2009 年の航空写真

計画地
⽯神井川

1947 年の航空写真

計画地
⽯神井川

 今回の計画の規模の考え⽅として⼈⼝密度 400 ⼈ /ha とする。参考として練⾺区内では⼾建住宅がいである⽯神井台地区が 135 ⼈ /ha、練⾺駅近辺にあ
る中村北地区が 245 ⼈ /ha、光が丘団地がある光が丘⼀丁⽬地区が 400 ⼈ /ha となっており、今回の密度は光ヶ丘団地のコミュニティ規模を参考にしている。
つまり計画地が約 10ha なので⼈⼝が約 4,000 ⼈の集合住宅ということになる。
 また「宅地化農地」を作るにあたり、計画地⾯積≒農地⾯積として計画すると農地 1ha あたり約 400 ⼈が利⽤することになる。⾔い換えると 1ha あたり
の畑を 400 ⼈が⽀援するコミュニティである。

 農地は 10ha という広⼤な⾯積であるため企業が所有するものとしている。企業には農業の専⾨家や元農家の講師などを在籍させ、農地の管理や住⺠への
教育機能を充実させることで、初⼼者でも⾝近で農業を始められる場所となっている。
 農地の利⽤については住⺠やあるいは移住してきた農家の⼈が企業に農地を借りることで農業が⾏えるようにする。また住⺠のニーズによってレンタル
期間や畑の⾯積を選択することができるものとする。そうすることで住⺠の様々なニーズに応えることができるとともに、農家数や農業従事者数が変動す
るため敷地内のコミュニティの場所や規模も変動することが考えられる。

 設 定 す る 規 模
 ⼈ ⼝           4 , 0 0 0 ⼈
 計 画 地 ⾯ 積     1 0 h a （ 1 0 0 , 0 0 0 ㎡ ）
 ⼈ ⼝ 密 度       4 0 0 ⼈ / h a
 農 地 ⾯ 積       約 1 0 h a
 農 家 数         1 〜 1 , 0 0 0 ⼾
 農 業 従 事 者     1 〜 5 , 0 0 0 ⼈

計 画 地 ⾯ 積 × ⼈ ⼝ 密 度
地 区 計 画 を 参 考
⼈ ⼝ ÷ 敷 地 ⾯ 積
昔 の 武 蔵 野 台 地 の グ リ ッ ド を 参 考 に 1 0 0 ㎡ の 区 画 が 1 0 0 0 か 所 と す る
区 画 を ど れ だ け レ ン タ ル す る か に よ っ て 変 動 す る
区 画 を 何 ⼈ で 借 り る か に よ っ て 変 動 す る

都市農業の規模

レンタル農地
教育機能を充実させることで、初⼼者でも⾝近で農業を始められる場所となっている。

農地の利⽤については住⺠やあるいは移住してきた農家の⼈が企業に農地を借りることで農業が⾏えるようにする。また住⺠のニーズによってレンタル
期間や畑の⾯積を選択することができるものとする。そうすることで住⺠の様々なニーズに応えることができるとともに、農家数や農業従事者数が変動す
るため敷地内のコミュニティの場所や規模も変動することが考えられる。

 設 定 す る 規 模
 ⼈ ⼝           4 , 0 0 0 ⼈
 計 画 地 ⾯ 積     1 0 h a （ 1 0 0 , 0 0 0 ㎡ ）
 ⼈ ⼝ 密 度 4 0 0 ⼈ / h a
 農 地 ⾯ 積       約 1 0 h a
 農 家 数         1 〜 1 , 0 0 0 ⼾
 農 業 従 事 者     1 〜 5 , 0 0 0 ⼈

計 画 地 ⾯ 積 × ⼈ ⼝ 密 度
地 区 計 画 を 参 考
⼈ ⼝ ÷ 敷 地 ⾯ 積
昔 の 武 蔵 野 台 地 の グ リ ッ ド を 参 考 に 1 0 0 ㎡ の 区 画 が 1 0 0 0 か 所 と す る
区 画 を ど れ だ け レ ン タ ル す る か に よ っ て 変 動 す る
区 画 を 何 ⼈ で 借 り る か に よ っ て 変 動 す る

・低層の場合は南北に短い⽅が 4 時間⽇影が⼩さくなる
・⾼層の場合は東⻄に短い⽅が 4 時間⽇影が⼩さくなる
・南向きに階段状にすることで居室の採光と屋上の農地の両⽅を得られる
・住棟間隔と棟の⾼さを⽐例させることで居室の採光を得られる
・4 時間⽇影のライン ( 以上 ) に沿ってボリュームに勾配をつけることで 4 時間⽇影を０にすることができる
・低層だけでは 4000 ⼈住めないので、⾼層と低層を複合させることで敷地全体を有効に利⽤できる
 これらの形態を考慮し、デザインすることで地盤⾯における農地を有効に利⽤し、野菜が育たない場所は別のプ
ログラムを付加する。

「touzai」
東⻄に⻑いボリュームを建てて南側から全ての住居に光を取り込む案。ボリュームの南⾯に影は出来
ないが北⾯にはボリュームに沿って東⻄に⻑い影が⼤きくできる。住⼾としては南北に⻑い部屋にな
ることが考えられるがボリュームを太くするほど居室の北側における影の⾯積が増える。ボリューム
を北側に寄せることで敷地内の影はなくなるが、南側ががら空きになり敷地が無駄になる。

４時間⽇影 ：11,325 ㎡
建築⾯積  ：25,414 ㎡
地下農地⾯積：50,640 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「buntou」
南北に⻑いボリュームを川に垂直に整列させた案。隣接する棟が交互に影を作るので⽇照が 6 時間未
満の場所が多くなり、地盤⾯に畑を作るのに向いていない。居室に関しては、下層は互いの影によっ
て⽇影になる居室が増えるが、配置によっては東⻄の両⽅側から⽇光を得ることができる。

４時間⽇影 ：26,061 ㎡
建築⾯積  ：15,600 ㎡
地下農地⾯積：35,339 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「kabe」
東⻄に⻑い壁のように薄いボリュームを複数並べた案。⾼さを棟の間隔に合わせて変えることでボ
リューム内の居室に出来る影はほとんどなくすことができる。対して地盤⾯に出来る 2 時間⽇影の⾯
積は住棟を分散した数だけ増えるため畑として向かない。

４時間⽇影 ：54,251 ㎡
建築⾯積  ：17,775 ㎡
地下農地⾯積：4,974 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「danchi」
既存の上⽯神井団地のように、東⻄に⻑いボリュームを今回の規模に落とし込んで分棟配置した案。
touzai に⽐べてボリュームを薄くした分、居室に⼊る光の量は増えるが、棟が増えるほど合計の影の
⾯積も増えることがわかった。

４時間⽇影 ：58,034 ㎡
建築⾯積  ：18,000 ㎡
地下農地⾯積：966 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「arch」
北側に向かって平⾯的にアーチを描く案。東⻄⻑⼿と同様にボリュームに沿って北側に影ができる。
住⼾に関しても touzai 同様南側から採光を得ることになるが、朝から昼にかけて⽇照を得る場所と昼
から⼣⽅にかけて⽇照を得る場所に分かれる。

４時間⽇影 ：14,077 ㎡
建築⾯積  ：16,599 ㎡
地下農地⾯積：46,324 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「smile」
archに対して南側に向かって弧を描く案。真北側からオフセットして影が広がるため、北側を向くファ
サードの⾯積が⼩さいほど地盤⾯に影ができにくいことが考えられる。ボリューム内の居室としては
⽇照が得られにくい場所が多いため、⾼さや帯の幅を調整する必要がある。

４時間⽇影 ：11,532 ㎡
建築⾯積  ：15,074 ㎡
地下農地⾯積：50,394 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「nakaniwa」
ロの字に住棟を配置いした案。⾼さの⾼いロの字型の場合、buntou と同様に距離が狭いと中庭には半
⽇以上⽇が当たらないことがわかる。また各棟の密度が⾼いため 2 時間⽇影の⾯積としては⼤きくな
る。しかし同じ形を複数配置することで複数のコミュニティが⽣まれ、多様なアクティビティが⽣ま
れる可能性がある。

４時間⽇影 ：32,048 ㎡
建築⾯積  ：16,800 ㎡
地下農地⾯積：26,152 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「zig-zag」
東⻄にジグザグの帯を建てる案。nakaniwa に⽐べて住棟の⾼さと間隔を⽐例させてボリュームを決定
したことで⽇影⾯積は減少する。住棟の繋がりが単調であるため機能に対するアクティビティが偏っ
てしまう。また帯の幅が広いためボリューム内に出来る影の⾯積が⼤きくなってしまう。幅、⾼さを
変えることで可能性が⽣まれる。

４時間⽇影 ：21,626 ㎡
建築⾯積  ：19,959 ㎡
地下農地⾯積：35,415 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「kaidan」
分棟にしていたボリュームを統合し階段状にすることで、居室に光を取り込む案。建築⾯積を⼤きく
した分、⾼さを抑えることができるため 6 時間以上影になる⾯積も⼩さくなる。南側に住宅地がある
ためボリュームとして圧迫感が⼩さくなる。しかしボリュームいっぱいに部屋を作るとすると、北側
の下層部分を中⼼に影となる居室の⾯積も⼤きくなってしまう。

４時間⽇影 ：6,110 ㎡
建築⾯積  ：54,000 ㎡
地下農地⾯積：16,890 ㎡
最⾼⾼さ  ：15m

「oka」
kaidan より敷地⾯積を⼤きくし、北側にピロティ、南側に採光のためのスリットを⼊れた案。敷地いっ
ぱいにボリュームを作り⾼さを抑えたことで、ピロティを除いて敷地内に出来る影はほとんどなくな
る。各階で⾒るとボリュームは南北にある程度短くなり各居室で採光が取れるようになった。現状で
はピロティにほとんど陽が⼊らないため、配置する機能や南⾯のヴォイドの形を考察する必要がある。
居室から屋根の畑が⾒えるため、お互いのプライバシーに問題がある。

４時間⽇影 ：7,198 ㎡
建築⾯積  ：68,063 ㎡
地下農地⾯積：1,739 ㎡
最⾼⾼さ  ：15m

「butai」
四⾓柱を北・⻄・東⽅向に傾ける案。4 時間⽇影のラインと南中時の太陽⾼度を基準に台形のボリュー
ムを⽴ち上げることで斜⾯の⾯積を最⼩限に抑え、地盤⾯に出来る⽇照 6 時間未満の範囲を 0 にする
ことができる。

４時間⽇影 ：0 ㎡
建築⾯積  ：21,148 ㎡
地下農地⾯積：53,852 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「kasa」
ボリュームの中⼼に向かって傾斜を付けてすぼませる案。南⾯は斜⾯の⾓度を太陽⾼度以上にするこ
とで左右に広がる影をなくすことが出来るが、ピロティ部分は 6 時間以上⽇の当たる場所が南側以外
は作れない。傾斜が上部で繋がっている場所は⽇影であるが通路として利⽤できる。

４時間⽇影 ：28,725 ㎡
建築⾯積  ：30,012 ㎡
地下農地⾯積：43,956 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

「pilotis」
北側は⾼さ 30ｍのボリュームを 30ｍ浮かせ、南側は⾼さ 15ｍのボリューム 15ｍ浮かせた案。浮かせ
た分だけピロティには多くの陽が⼊り⽇影は北側にずれるため、その場所も畑になる。また体積が等
しい場合、浮かせた場合でも横に⻑いボリュームより⾼さのあるボリュームのほうが建築⾯積が⼩さ
くなるため⽇影は⼩さくなる。

４時間⽇影 ：36134 ㎡
建築⾯積  ：22,552 ㎡
地下農地⾯積：40,866 ㎡
最⾼⾼さ  ：60m

「tower」
建築⾯積を⼩さくして⾼さを出した案。⾼さがある分全体の影は北⻄東に伸びるが、横幅が短い分⽇
照 6 時間未満の⾯積は⼩さくなる。⽇照 6 時間未満の⽇影⾯積としては、横幅を伸ばすより⾼さを伸
ばすほうが⼩さくなる。

４時間⽇影 ：13,642 ㎡
建築⾯積  ：4,900 ㎡
地下農地⾯積：56,458 ㎡
最⾼⾼さ  ：100m

「kiritsuma」
屋根を切妻にした案。各最⾼⾼さの 4 時間⽇影のラインで三⾓形の切妻を作ることで 4 時間⽇影は北
側にのみ弧を描く。⼤きさ・⾼さを変えても幅と勾配の⾓度の関係を保てば北側の影の⼤きさしか変
化しない。平⾯的に回転を加えると北側に影ができてしまうので切妻である意味をなさない。またフ
ラットルーフがないため屋上には畑が作れないが、⾓度や⾼さを変えることで地盤⾯に出来る畑を効
率よく増やすことが出来る。

４時間⽇影 ：4,173 ㎡
建築⾯積  ：27,022 ㎡
地下農地⾯積：40,687 ㎡
最⾼⾼さ  ：60m

「sankaku」
断⾯が直⾓三⾓形の案。南東に直⾓で配置すると東側に影ができてしまうので、４時間⽇影のライン
で回転させることでそれを解消することが出来る。また南側の⾓度も４時間⽇影のラインを超えると
⻄側に影ができ始めてしまう。北側の⾓度も４時間ラインにすると影の⾯積は減る。⾼さに⽐例して
ボリュームの幅も広げることで東⻄⾯の影はなくすことができる。

４時間⽇影 ：5,493 ㎡
建築⾯積  ：21,531 ㎡
地下農地⾯積：57,212 ㎡
最⾼⾼さ  ：60m

「naname」
⾼さ 100m ボリュームの⽇照 6 時間未満のラインに沿ってボリュームを傾けた案。そのため 6 時間未
満の⾯積は 0 になり、ボリュームの南側は下部に光が⼊るようになった。居室に関してもボリューム
が左右に開いたため東⻄から採光が取れるようになっている。

４時間⽇影 ：0 ㎡
建築⾯積  ：8,223 ㎡
地下農地⾯積：66,773
最⾼⾼さ  ：100m

「alcove」
ボリュームをくり抜いた部分の影の検証スタディ。４時間⽇影のラインに沿って三⾓形にくり抜くと
奥に影がたまるため、４時間⽇影の⾓度より鈍⾓で且つ影よりも浅くくり抜くことで解消されること
がわかった。円形状のものも同様に奥に影がたまる。⼤きさの⽐較ではある⼀定の⼤きさを超えると
奥にたまる影の⾯積が⼀定になる。このことにより間⼝の⼤きさとボリュームの⾼さの関係よって影
の⼤きさが変わる。

４時間⽇影 ：8,933 ㎡
建築⾯積  ：14,996 ㎡
地下農地⾯積：51,370 ㎡
最⾼⾼さ  ：30m

 ⽇影図より形態をスタディする。住棟は約 4000 ⼈が住むための⾯積が必要なため⽬安として⼀⼈当たり約 30 ㎡とし、共有部分を含めて延べ床⾯積合
計約 150,000 ㎡になるようにボリュームを⽴ち上げ、それらのボリュームの 4 時間⽇影図を作成している。4 時間⽇影は、⾔い換えると春分・秋分におい
て、周辺の建物の影の影響を受けにくい 6 時 30 分〜 16 時 30 分の間で、⽇照時間が 6 時間未満の場所を表している。6 時間という数字は野菜 ( 陽性植物 )
が育つ⽬安であるため、この範囲の⽇影⾯積が 0 に近いほど畑を多く作ることができるという意味になる。また右下にスタディの結果を記す。

⽇影スタディ
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レクリエーションエリア（バーベキュー）

⽇影の影響で野菜が育ちにくく、住⼾の少ないエリアをバーベキュー広場として開放します。
遠くから来る⼈にも利⽤してもらうことでここを知るきっかけとなるでしょう。

歴史・⽂化伝承エリア（農機具庫・野菜簡易加⼯所）

既存ではこの場所は公園として散歩をする⼈が多かったため、新たな散歩道としてギャラリーを配置します。
道から下を⾒下ろすと農業機械や野菜を加⼯姿が垣間⾒え、農業の過程を知るきっかけとなります。

技術エリア（研究室）

新たな散歩道の延⻑には研究室があります。
ここでは農業に関係する新種の研究や物流に関する経済の研究まで幅広く⾏い、知らないジャンル同⼠が溶け合うよう計画します。

駐⾞エリア（駐⾞場・駐輪場）

地下でも⽇当りの悪い場所は駐⾞場や駐輪場とし、⼤規模な⼈数でも対応できるようにします。

散歩エリア（ウッドデッキ）

既存は川を堤防で挟んでいたことに対して、堤防を取り払いウッドデッキを掛けることで新しい散歩道を作ります。
またスロープ状にデッキを掛けることで畑を歩いているように感じられます。

防災エリア

災害の際は低中層に囲まれた広い畑のエリアを⽣かして避難所として利⽤されます。
またこどもたちの防災訓練などを⾏い教育の⾯も担ます。

平⾯図(GL+2,000/TP+48,000) S=1:1500
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歴史・⽂化伝承エリア（ギャラリー・農機⼩屋）

外部の近隣住⺠や内部の住⺠の動線にそってギャラリーを常時開放します。
毎朝・晩は必ず農機具を出し⼊れしに農業を⾏う⼈が訪れるため、ここを通ると定期的にコミュニケーションが⽣まれることでしょう。

教育エリア（丘）

敷地南側には⼩学校や中学校があり、ここでレクチャーや農業体験を⾏えるようにします。
またアクセスしやすいよう南東にエントランスを作り連携を促します。

レクリエーションエリア（観光農園・体験農園）

地下駐⾞場からアクセスしやすく⼈通りの多い⼤通りに賑わいをもたらします。

農産物供給エリア（共同直売所）

住⺠が収穫したとれたての野菜を販売します。
敷地南側の⼾建て住宅地から近く、アクセスしやすい場所に配置します。

防災エリア（⾼置⽔槽）

⾼層棟に⾼置⽔槽を設置しポンプで汲み上げた⽯神井川の⽔で中⾼層の畑を担います。
防災の際はその⽔を利⽤することでシャワーや洗濯などに利⽤することができます。

農産物供給エリア（共有キッチン）

とれたての野菜を使い、家族や住⺠に⾷事を提供します。
隣接するキッチンの⼈と野菜を分け合うことでコミュニケーションが発⽣します。

環境保全エリア（植⽊）

都市農業では⻄東京市を中⼼に植⽊の栽培が盛んです。
今回の敷地では⾞通りの多い北側と東側に⽊を植え、騒⾳を軽減します。

教育エリア（保育園）

敷地内の保育園の園庭と⼀体となっているため、園児たちは畑を体で感じながらのびのびと育ちます。
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レクチャーする丘 居室と保育園 バーベキュー広場
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